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★7月の展示７を担当するのは、「古川学園中学校・高等学校」です！お楽しみに～！

自分が好きな本、誰かにオススメしたい本、
最近読んだ本など、みんなの推し本を募集
しています！集まった本はほんだな(中高生
版)や図書館内で紹介したいと思ってます！

中学・
高校版

ヒントから作図をしたり、計算をしたりして答えを導く
ゲームでもあり、本でもあるゲームブックの貸出がはじ
まりました。謎解きしながら物語を楽しんでください♪

ネモ船長のひきいる潜水艦ノーチラス
号に思いがけず乗船したアロナックス教
授、青年コンセイユ、モリ打ちネッドの
海底での大冒険を描く！
『海底二万里 上・下』

ジュール・ヴェルヌ/作 岩波書店/出版

そろそろ海開きの季節です。海水浴を楽しみにしていた
人もいるのではないでしょうか？
今回は、その海を舞台に、様々な冒険を描く物語をご紹
介します！この夏、物語の海を泳いでみませんか？

ウォーカー家の4人兄弟は、小さ
な帆船のツバメ号に乗り、無人島で
過ごす。夏休みの楽しい冒険物語！
『ツバメ号とアマゾン号 上・下』
アーサー・ランサム/作 岩波書店/出版

船宿で死んだ男は宝島の地図を残
した。少年ジムはそれを持って、島
の冒険へ出かける！
『宝島』
スティーブンソン/作 福音館書店/出版

背表紙のシールが目印

治すのが難しい病気になったとき、私た

ちは無力です。自分はもちろんのこと、大

切な人が病気になったときなど、特にそう

感じるでしょう。ですが、不安な気持ちを

理解し、寄り添うことはできます。

大崎市図書館には患者やその周囲の人々

の体験記を集めた棚があります。同じ病気

でも人それぞれ違うので、型にはめること

はできません。ですが何かのヒントになる

かもしれません。一度のぞいてみて下さい。

『学校に行けなかった中学生が
漫画家になるまで』

月本千景/著 中央公論新社
(916ﾂｷ)

Q.貸出できるの？
A.できます！他の本と同じよう
に借りることができます。

まずはカウンターの職員に声をかけてください！
ゲームブックをお持ちします！

Q.借りる前に見てみたい！
A.見るだけでも大歓迎！気軽
に声をかけてください♪

Q図書館内で遊べる？
A.はい、遊べます。複数で遊ぶときは、
ワークスペースを使ってみてね☆
ただし！盛り上がり過ぎて声が大きく
ならないように注意すること😉

ゲームブック
『人狼村からの脱出』（798ダツ）
SCRAP／著 鹿野 康二／著
出版 リットーミュージック

『SNSで学ぶ推し活はかどる中国語』

『偏差値45からの大学の選び方』

『殺したい子』

『実験でわかる中学理科の物理学』

『京都・奈良・大阪修学旅行パーフェクトガイド』

『スクランブル交差点』

『ひとりあそびの教科書』

『銀砂糖師と灰の狼』

『ウクライナから来た少女ズラータ、16歳の日記』

『鈴の送り神修行ダイアリー』

『苦手から始める作文教室』

『歌声合成ソフトウェアSynthesizer Vユーザーズガイド』

『『女の子だから』のない世界へ』

『10代の悩みに効くマンガ、あります!』

『集団に流されず個人として生きるには』

『小説たった今考えたプロポーズの言葉を君に捧ぐよ。』

『チョコレートパイは、なぜ1個目がいちばんおいしいのか?』

『DTMに役立つ音楽ハンドブック [2022]』

『塔の少女』

『鳥』
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